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●卒業生その人に聞く 花澤　茂 さん　ぶどう研究家

●研究室訪問 舟橋　弘晃　環境生命科学研究科（農）　教授　
「岡大農場」スイーツ開発　　　

●きらり岡大生 角山　怜祐　工学部2年　　　　　　　　　　　
留学生支援ボランティア「WAWA」

●光合成研究で成果　沈教授が朝日賞受賞
　国立六大学の連携強化へ　包括協定を締結
　授業改善へ議論白熱　学生FDサミット開催
　新理事紹介　門岡裕一氏

●News＆Topics　大学の動き／研究・臨床成果
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「研究書を収集する場」「学生が自習する場所」―。そんな画一的なイメー
ジを抱かれがちだった大学附属図書館。しかし今、その機能やポテンシャ
ルに着目し、さらに機能強化する動きが全国の大学で広がっている。岡
山大学でも発信力や教育力を高めようと、さまざまな取り組みを行って
おり、今後さらに変貌を遂げることが期待される。岡山大学附属図書館
の使命と未来図について、担当理事の許南浩企画・総務担当理事に聞いた。

変
わ
る

  

大
学
附
属
図
書
館

職
員
の
専
門
性
活
か
す

教
育
と
の
リ
ン
ク
再
構
築
を

Executive Director ▶ HUH, Nam-ho

― 

２
０
１
２
年
度
か
ら
図
書
館
担
当
理
事
と

な
り
、
附
属
図
書
館
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
見
て
い
る
か
。

一
言
で
言
え
ば
「
旧
態
依
然
」
と
し
た
雰

囲
気
を
感
じ
て
い
る
。
本
館
の
建
物
構
造
が

古
く
、
残
念
な
が
ら
高
校
生
や
新
入
生
が
訪

れ
た
と
し
て
「
こ
こ
で
勉
強
し
た
い
」
と
い

う
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
な
い
。
個
々
の
図
書

館
職
員
は
サ
ー
ビ
ス
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
努
力

を
し
て
い
る
が
、
資
料
の
収
集
、
保
管
、
貸

し
出
し
と
い
う
旧
来
の
図
書
館
機
能
や
イ

メ
ー
ジ
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
お
り
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
や
や
古
い
印
象
を
受
け
る
。

ま
ず
原
点
か
ら
図
書
館
の
存
在
意
義
に
つ

い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
人
類
が
進
歩
し

て
き
た
の
は
知
恵
を
集
積
し
、
効
率
よ
く
そ

れ
を
次
世
代
に
授
け
て
き
た
か
ら
。
当
初
は

「
知
恵
を
集
積
す
る
場
」
が
即
ち
「
学
ぶ
場
」

で
あ
っ
た
。
時
代
が
下
る
と
共
に
機
能
分
化

が
進
み
、
図
書
館
が
前
者
中
心
の
場
に
な
っ

た
の
は
当
然
と
し
て
も
、
Ｉ
Ｔ
時
代
を
迎
え

て
今
一
度
原
点
に
立
ち
戻
り
、
学
ぶ
場
、
教

育
の
場
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
。
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
新
し

い
図
書
館
を
目
指
す
。

― 

大
学
附
属
図
書
館
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
は
。

資
料
収
集
・
配
布
と
そ
れ
を
活
か
し
た
教

育
機
能
を
渾
然
一
体
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
は
図
書
館
単
独
の
力
で
は
で
き
な
い
。
教

育
と
の
リ
ン
ク
を
取
り
戻
し
、
あ
る
べ
き
姿

に
戻
す
こ
と
が
必
要
だ
。
学
生
が
共
に
学
び

合
う
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
最
近
注
目
を
集
め
て

い
る
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
」
を
作
り
、

〝
場
〞
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
だ
め
。
場
の
提

供
か
ら
さ
ら
に
広
げ
て
、
収
集
し
た
資
料
を

〝
活
用
〞
す
る
場
を
提
供
し
な
け
れ
ば
。
特
に

図
書
館
の
専
門
性
を
活
か
し
た
教
育
を
行
う

べ
き
で
、
ネ
ッ
ト
時
代
に
求
め
ら
れ
る
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
付
け
さ

せ
る
た
め
に
、
図
書
館
が
必
ず

必
要
と
な
る
。

こ
う
し
た
役
割
を
実
現
す
る
に
は
、
ま
ず

ソ
フ
ト
面
で
職
員
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
能
力
を

高
め
、
教
育
機
関
で
働
い
て
い
る
気
概
を
持

つ
こ
と
が
必
要
。
ソ
フ
ト
面
を
充
実
さ
せ
る
に

は
、
教
育
・
研
究
機
能
に
見
合
っ
た
快
適
な

ス
ペ
ー
ス
を
持
っ
た
建
物
に
す
る
な
ど
ハ
ー

ド
面
の
充
実
も
大
切
だ
。
さ
ら
に
大
学
外
部

と
リ
ン
ク
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。
提
言

を
受
け
る
な
ど
外
部
の
目
を
運
営
に
も
取
り

入
れ
れ
ば
、
社
会
に
対
し
て
よ
り
有
効
な
情

報
発
信
を
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

― 

附
属
図
書
館
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
実
現

す
る
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
改
革
を
行

う
の
か
。

こ
れ
ま
で
図
書
館
運
営
は
教
員
で
あ
る
館

長
の
ほ
か
は
、
図
書
館
職
員
で
担
っ
て
き
た
。

も
っ
と
多
く
の
教
員
を
運
営
に
関
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
新
年
度
か
ら
は
副
館
長
制
度
を

導
入
す
る
。
必
要
に
応
じ
て
運
営
に
携
わ
る

教
員
を
増
や
し
、
現
在
の
運
営
委
員
会
の
在

り
方
も
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
教
員

自
身
が
図
書
館
を
活
用
し
、
そ
こ
で
働
く
立

場
で
運
営
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
。
ま
た
教
育
と
の
連
携
を
強
め

る
た
め
に
、
教
養
教
育
の
在
り
方
を
考
え
る

場
に
は
必
ず
図
書
館
の
担
当
者
が
参
画
す
る

よ
う
に
し
て
い
く
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
中
央
図
書
館
本
館
の
改

築
・
改
修
を
計
画
。
資
料
の
収
集
・
保
存
は
重

要
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
重
点
が
置
か

れ
す
ぎ
て
教
育
が

後
回
し
に
な
っ
て
は
大
学
附
属
図
書
館
と
し

て
本
末
転
倒
。
保
存
し
て
い
く
べ
き
資
料
を

改
め
て
見
直
し
、
学
生
が
集
い
学
べ
る
場
所
を

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト
環
境
や

グ
ル
ー
プ
学
習
室
な
ど
は
既
に
あ
る
が
、
も
っ

と
充
実
さ
せ
た
い
。イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
フ
ェ

の
よ
う
な
機
能
を
融
合
さ
せ
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
学
習
が
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
附
属
図
書
館
を
機
能
強
化
し
て
い

き
た
い
。
新
年
度
は
耐
震
化
工
事
に
着
手
し
、

将
来
的
に
徐
々
に
理
想
の
姿
に
変
え
て
い
く
。

― 

図
書
館
を
利
用
す
る
学
生
た
ち
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
。

大
学
附
属
図
書
館
が
人
類
の
叡
智
が
詰

ま
っ
た
「
知
の
集
積
地
」
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
ほ
し
い
。
レ
ポ
ー

ト
を
書
こ
う
と
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
れ
ば
情
報

は
た
く
さ
ん
出
て
く
る
が
、
こ
う
し
て
簡
単

に
手
に
入
る
知
識
は
薄
っ
ぺ
ら
な
も
の
も
多

い
。
長
い
歴
史
の
評
価
に
耐
え
た
〝
知
〞
が

図
書
館
に
は
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
現
代
は
情

報
を
評
価
す
る
力
が
問
わ
れ
て
お
り
、
大
学

附
属
図
書
館
を
利
用
す
る
こ
と
で
楽
し
み
な

が
ら
そ
の
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
。
図
書

館
は
試
験
勉
強
の
時
だ
け
利
用
す
る
場
所
で

は
な
い
。
在
学
中
だ
か
ら
こ
そ
触
れ
ら
れ
る

貴
重
な
資
料
、
そ
う
し
た
資
料
に
触
れ
ら
れ

る
貴
重
な
時
間
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
。

開館時間／
授業期間▶月～金９：00~21：00
　　　　　　　土10：00~17：00
休業期間▶月～金９：00~17：00
　　　　　　　土10：00~17：00
※ 閉館後も24時間利用可能（無人
開館、鹿田地区学生・教職員のみ）

貸出期間／図書・製本雑誌１週間
　　　　　未製本雑誌１日
貸出冊数／５冊
蔵 書 数／292,761冊
貴重資料／ 古医書集成等

開館時間／月～金９：00~17：00
貸　　出／研究所外者への貸出
　　　　　不可
蔵 書 数／185,970冊
貴重資料／ Pfeff er文庫
 　　　　　大原漢籍文庫
　　　　　大原農書文庫等

■中央図書館 本館 3階・新館 6階■鹿田分館  2 階■資源植物科学研究所分館 史料館 3階・
雑誌書庫・
図書書庫

開館時間／
授業期間▶月～金８：40~23：00
　　　　　土・日10：00~18：00
休業期間▶月～金９：00~17：00
　　　　　土・日　休館
貸出期間／図書２週間　雑誌３日
貸出冊数／10冊
蔵 書 数／1,654,403冊
貴重資料／ 池田家文庫
　　　　　三浦家文書
　　　　　地方資料
　　　　　個人文庫等

※蔵書数は 2012 年 5 月 1 日現在

▶担当の許理事に聞く
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変わる 大学附属図書館

研
究
成
果
集
積
し
世
界
へ
公
開

岡
山
大
学
学
術
成
果
リ
ポ
ジ
ト
リ

貴重資料守り
社会へ還元

学習支える
ヒト・バショ・モノ

神崎 浩館長に聞く

▼４月に新館長就任
沖　陽子・環境生命科学研究科教授

学術成果を世界に発信し、積極的に教育を支える―。
岡山大学附属図書館はさまざまな場面で変化を始めている。

その一例を紹介する。

　館長就任当初、図書館職員の専門力が学生や教員に知られ 
ていないという印象を持ち、職員・図書館の活動をもっと知っ
てもらうため PR に努めてきた。例えば新入生らを対象にし
たオリエンテーション。組織として開催していない学部に開
催を依頼し、かなりの学部が対応していただいた。リポジト
リによる論文公開については、学位論文の全文公開義務化の
学長決定に従い、図書館と各研究科事務とが連携して学位申
請者からスムーズに掲載許諾を得るシステムを構築し、掲載
数が大幅にアップしたし、大学が支援しているプロジェクト
に関係する論文についても、掲載数の増加が達成できた。こ
れらの取り組みは職員の業績にもつながる。
　学生の中には図書館を利用していても機能を十分 に活用し
た使い方ができていない場合がある。また図書館として統計
データを毎年出していたが、図書館利用率の平均値だけでは
利用の実態は見えない。データを精査したところ、実際には
ヘビーユーザーがいる一方で利用 0回という学生もいた。図
書館改革というとヘビーユーザー に意見を求めがちだが、利
用 0回の学生にこそ目を向け「どうしたら利用するようにな
るか」を考えていく必要がある。そのためには、教員が図書
館を利用する手法を学生にうまく伝えることが大事だ。
　私は学生にレポートなどの課題を出す時、参考文献を図書
館で調べさせている。インターネットと異なり、図書館は目
的の本周辺に関連資料があるのが利点。関連資料にも目を向 
けることを繰り返せば、たとえ目的の本がない時でも資料の
調べ方そのものが身に付く。「図書館に行く意味」を理解させ、
図書館を使う習慣をつけることが 大切。図書館職員にも司書
資格を持つプロとしての対応を期 待したい。

　図書館は「知のサービス業」であるべき。
従来のイメージである個人が静かに学ぶス
ペース、グループ学習やディベートなど活
気あふれる学習スペース、訪れたくなる楽し

さや心地よさを生むスペースが、バランス良く
混在する図書館にしていきたい。2013 年度から耐震化工事
などが始まるので、改革には良いタイミングになると思う。
　学生や教職員だけでなく、地域の人や名誉教授、卒業した
同窓生が気軽に立ち寄れる場にするのが理想。“ 知 ” の満足
感を誰もが得られる場であることを広く発信し、地域の図書
館などとも連携を拡充していきたい。

大
学
の
教
育
研
究
成
果
を
社
会
に
還

元
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
、

学
術
情
報
を
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る

必
要
性
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の

役
割
の
一
翼
を
担
う
存
在
が
附
属
図
書

館
だ
。

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
で
は
、
学
術

論
文
な
ど
学
内
の
研
究
成
果
を
集
積
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
無
償
公
開

す
る
サ
ー
ビ
ス
「
岡
山
大
学
学
術
成
果

リ
ポ
ジ
ト
リ
」
を
２
０
０
６
年
度
か
ら

運
用
開
始
。
当
初
は
紀
要
な
ど
を
中
心

に
登
録
を
進
め
て
い
た
が
、
登
録
件
数

拡
大
に
向
け
２
０
１
１
年
度
11
月
か
ら

は
学
位
論
文（
博
士
）と
学
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
研
究
成
果
の
無
償
公
開
を
原
則

義
務
化
。
グ
ー
グ
ル
や
国
立
国
会
図
書

館
サ
ー
チ
な
ど
か
ら
も
検
索
・
ア
ク
セ

大
学
附
属
図
書
館
に
は
貴
重
な
資
料

を
収
集
・
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
を
研
究
し
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る

役
割
も
求
め
ら
れ
る
。

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
は
、
美
作
国

勝
山
藩
の
藩
政
資
料
「
三
浦
家
文
書
」

や
古
い
医
学
書
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し

た
「
古
医
書
集
成
」（
鹿
田
分
館
）、
資

源
植
物
科
学
研
究
所
の
前
身
を
創
立
し

た
大
原
孫
三
郎
氏
が
蒐
集
し
た
「
大
原

農
書
文
庫
」（
植
物
研
分
館
）
な
ど
多

数
の
貴
重
資
料
を
所
蔵
。
中
で
も
特
に

有
名
な
の
が
、
江
戸
時
代
に
岡
山
藩
主

だ
っ
た
池
田
家
に
伝
わ
る
文
書
や
絵
図

を
総
数
10
万
点
以
上
集
め
た
「
池
田

家
文
庫
」
だ
。
戦
災
の
中
、
奇
跡
的
に

焼
け
残
っ
た
同
文
庫
が
、
池
田
家
の
好

意
や
大
学
設
立
期
成
会
な
ど
市
民
の
尽

力
で
岡
山
大
学
に
移
管
さ
れ
た
経
緯
が

あ
り
「
社
会
へ
還
元
す
る
義
務
が
課
さ

れ
て
い
る
」
と
す
る
附
属
図
書
館
。
約

附
属
図
書
館
の
職
員
の
業
務
は
本
の

貸
し
出
し
…
と
思
っ
て
い
る
学
生
は
多

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
図
書
館
職
員
は
司

書
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
も
多
く
、
大

学
で
の
学
習
を
支
え
る
大
き
な
力
と

な
る
。
附
属
図
書
館
で
は
毎
年
、

新
入
生
向
け
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、「
資
料

の
探
し
方
」「
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
使
い
方
」
な
ど
の
内

容
で
講
習
会
を
開
催
。
学

年
や
専
攻
に
即
し
た
講
習

を
提
供
し
て
い
る
。

学
生
の
自
主
学
習
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
場
所
の
提
供

も
充
実
中
。
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
電
子
機
器
利
用
を
一
切
禁

止
し
静
か
に
勉
強
で
き
る
「
サ

イ
レ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
」が
あ
る
一
方
、

ス
が
可
能
と
な
る
た
め
、
従
来
と
は
異

な
る
他
分
野
の
研
究
者
や
一
般
の
人
の

利
用
・
被
引
用
の
機
会
が
増
え
る
ほ
か
、

永
続
的
に
デ
ジ
タ
ル
保
存
で
き
る
な
ど

の
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
積
極
的

な
登
録
を
学
内
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

２
０
１
３
年
１
月
末
現
在
で
登
録

件
数
は
３
万
１
１
９
３
件
。
全
文
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
件
数
は
71
万
５
３
３
９
件

（
２
０
１
２
年
４
月
〜
２
０
１
３
年
１

月
）で
、既
に
昨
年
度
１
年
間（
２
０
１
１

年
４
月
〜
２
０
１
２
年
３
月
）
を
10
万

件
以
上
上
回
っ
て
い
る
。
中
に
は
１
か

月
で
１
５
０
０
件
以
上
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

さ
れ
る
論
文
も
。「
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
、

論
文
を
発
表
す
る
た
び
に
登
録
し
て
く

れ
る
先
生
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
た
」

（
附
属
図
書
館
）
と
い
う
。
今
後
も
大
学

と
し
て
の
発
信
力
を
高
め
る
た
め
、
他

部
局
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
学
内
へ

の
登
録
周
知
に
取
り
組
む
。

周
囲
を
気
に
せ
ず
自
由
に
討
論
な
ど
が

で
き
る
「
グ
ル
ー
プ
学
習
室
」、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
グ
ル
ー
プ
学
習

が
で
き
る
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
」

な
ど
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
る
。
２
０
１
２
年
度
か
ら

は
学
生
の
要
望
を
受
け
、
試
験
期
間
中

に
中
央
図
書
館
の
開
館
時
間
を
朝
8
時

か
ら
と
し
た
。
利
用
が
好
調
だ
っ
た
た

め
、
新
年
度
以
降
も
試
験
期
間
中
に
実

施
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

i
P
a
d
5
台
の
無
料
貸
出
も
試
行

中
。
館
内
の
無
線
L
A
N
を
使
っ
て

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
や
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
附
属
図

書
館
で
は
「
グ
ル
ー
プ
学
習
な
ど
に
活

用
し
て
も
ら
う
の
が
狙
い
。
今
後
は
使

い
方
を
図
書
館
側
か
ら
提
案
し
て
い
け

れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

３
０
０
０
点
の
絵
図
や
マ
イ
ク
ロ
目
録

な
ど
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
H
P
上

で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
レ
プ
リ
カ
や

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
な
ど
の
貸
し
出
し
・

提
供
依
頼
に
も
積
極
的
に
応
じ
る
。

ま
た
岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
毎
年
「
池
田
家
文
庫
絵
図
展
」
を
開

催
し
、
一
般
の
人
が
貴
重
資
料
に
触
れ

る
機
会
を
提
供
。
絵
図
を
手
に
岡
山
の

街
を
歩
く
企
画
は
、
毎
回
多
く
の
歴
史

フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
る
人
気
企
画
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
教
育
学
部
学
生
が

案
内
役
と
な
り
小
中
学
生
と
と
も
に
後

楽
園
を
探
検
す
る
「
池
田
家
文
庫
こ
ど

も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
す

る
な
ど
、
資
料
を
活
用
し
て
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
て
い
る
。



はなざわ　しげる　(80歳)
▶1932(昭和７)年　岡山県和気郡和気町出身
▶1955(昭和30)年　岡山大学農学部卒
▶1955(昭和30)年　 岡山県立農業試験場(現:岡山県農林水産総合

センター農業研究所)果樹分場で研修
▶1956(昭和31)年　岡山県立高校農業科教諭
▶1967(昭和42)年　農地取得、ぶどうの試作開始
▶1989(平成元)年　岡山県立高校教諭退職
                  ｢瀬戸ジャイアンツ｣品種登録
                  花澤ぶどう研究所設立
▶2013(平成25)年　花澤ぶどう研究所顧問

夢
の
ぶ
ど
う
求
め
続
け
て

卒業生
その人に聞く

瀬戸ジャイアンツ▶
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花澤　茂卒業生
その人に聞く

HANAZAWA
Shigeru

ぶどう研究家×岡山大学農学部卒

皮ごと食べられる種無し高級ぶどう「瀬戸ジャイアンツ」
を完成させた。県立高校の農業科教諭を早期退職し、「花澤
ぶどう研究所」を設立。瀬戸ジャイアンツのほかにもハイ
ベリー、マスカットデュークアモーレなど７品種を確立。
80歳を迎えてなお、ぶどう研究に意欲を燃やす。

天
の
恵
ん
で
く
れ
た
土
地

ぶ
ど
う
作
り
に
最
適
な
気
候
は
日

照
時
間
が
多
く
雨
が
少
な
い
こ
と
。
日

照
が
少
な
い
と
品
質
の
向
上
が
困
難
で
、

雨
が
多
く
な
る
と
病
気
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
岡
山
県
は
ぶ
ど
う
に

と
っ
て
、天
の
恵
ん
で
く
れ
た
土
地
で
す
。

１
９
８
９
年
、
幸
運
に
も
皮
ご
と
食

べ
ら
れ
る
種
無
し
ぶ
ど
う
「
瀬
戸
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
」
の
完
成
に
こ
ぎ
着
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
食
べ
や
す
さ
、
栽
培

し
や
す
さ
の
面
か
ら
消
費
者
と
生
産

者
が
共
に
長
年
求
め
て
い
た
品
種
で

す
。
今
で
は
岡
山
県
は
も
ち
ろ
ん
、
全

国
各
地
の
農
家
で
増
植
が
進
み
、
微
力

な
が
ら
ぶ
ど
う
産
地
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

貧
し
か
っ
た
少
年
時
代

私
は
農
家
に
生
ま
れ
、
早
く
に
父
と

死
別
し
ま
し
た
。
少
年
期
・
青
年
期

を
過
ご
し
た
当
時
は
第
二
次
大
戦
前

後
で
、
農
家
で
も
食
べ
物
に
困
っ
た
時

代
で
す
。
農
地
改
革
で
小
農
に
な
っ
た

の
に
加
え
、
父
親
の
兄
弟
も
終
戦
後
一

緒
に
暮
ら
し
始
め
、
貧
し
い
思
い
を
し

た
た
め
、
幼
い
な
が
ら
に
食
べ
物
の
大

切
さ
が
身
に
染
み
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
経
験
か
ら
農
業
高
校
を
卒
業
し
て

岡
大
農
学
部
へ
進
学
し
、
４
年
間
果

樹
の
研
究
室
に
在
籍
。
農
業
一
筋
の
道

を
歩
む
素
地
が
で
き
た
わ
け
で
す
。
卒

業
後
は
１
年
間
の
農
業
試
験
場
果
樹

分
場
で
の
研
修
を
経
て
、
高
校
の
農
業

科
教
師
に
な
り
ま
し
た
。

ぶ
ど
う
研
究
の
道
を
志
し
た
の
は
、

１
９
６
０
年
頃
に
デ
ラ
ウ
ェ
ア
や
巨

峰
と
い
っ
た
ぶ
ど
う
が
市
場
に
出
回

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
甘
み
の
強
さ
に
加
え
デ
ラ
ウ
ェ
ア

は
種
無
し
で
食
べ
や
す
く
、
巨
峰
は

粒
が
大
き
く
食
べ
応
え
が
あ
り
見
た

目
が
良
い
な
ど
の
理
由
で
、
急
速
に

人
気
が
高
ま
り
ま
し
た
。
岡
山
県
は

ぶ
ど
う
の
一
大
産
地
で
し
た
が
、
当
時

の
主
力
品
種
キ
ャ
ン
ベ
ル
が
次
第
に

押
さ
れ
気
味
に
。
教
員
を
し
な
が
ら

も
「
キ
ャ
ン
ベ
ル
に
代
わ
る
新
た
な
品

種
が
必
要
な
の
で
は
」
と
感
じ
、
様
々

な
品
種
の
情
報
を
集
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
納
得
で
き
る
品

種
は
見
つ
か
ら
ず
、「
自
分
で
研
究
し

生
み
出
す
し
か
な
い
」
と
痛
感
。
現

在
の
土
地
で
新
品
種
育
成
（
育
種
）

を
始
め
た
の
で
す
。

売
れ
る
品
種
作
る
努
力

海
外
品
種
も
集
め
る
な
ど
、
が
む

し
ゃ
ら
に
品
種
探
し
を
行
っ
て
い
た

と
き
、
栽
培
仲
間
か
ら
日
本
の
気
候

風
土
に
適
し
た
品
種
を
育
種
す
る
よ

う
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
の
が
決
め

手
と
な
り
、
つ
い
に
瀬
戸
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
の
交
配
（
ク
ザ
ル
カ
ラ
×
ネ
オ
マ
ス

カ
ッ
ト
）
に
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。
日

本
に
合
い
そ
う
な
品
種
の
み
に
絞
り
、

有
利
と
考
え
ら
れ
る
多
数
の
交
配
を

行
っ
た
結
果
で
し
た
。

現
在
流
通
し
て
い
る
ぶ
ど
う
は
、
長

い
年
月
の
間
に
消
費
者
ニ
ー
ズ
な
ど

に
合
わ
せ
精
選
さ
れ
た
系
統
で
す
。
た

だ
、
人
気
品
種
が
い
つ
ま
で
も
売
れ
続

け
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
私
は
「
従
来

品
種
を
売
る
努
力
」
よ
り
「
売
れ
る

品
種
を
つ
く
る
努
力
」
が
重
要
で
あ
る

と
い
う
信
念
を
持
ち
、
ぶ
ど
う
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
意
外
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
初
は
瀬

戸
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
も
実
が
桃
の
よ
う
な

形
を
し
て
い
る
見
た
目
の
問
題
な
ど
か

ら
市
場
で
相
手
に
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
今
で
は
、
お
い
し
い
ユ
ニ
ー
ク

な
高
級
ぶ
ど
う
と
し
て
の
地
位
を
確

立
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
ぶ
ど
う
の
開
発
を

瀬
戸
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
品
種
登
録
と

と
も
に
設
立
し
た
花
澤
ぶ
ど
う
研
究

所
は
、
今
年
か
ら
息
子
に
代
表
を
譲

り
、
私
は
育
種
を
は
じ
め
、
農
家
の
方

へ
の
栽
培
指
導
や
後
継
者
養
成
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
ぶ
ど
う

を
作
る
こ
と
は
農
家
に
と
っ
て
喜
び
と

な
り
、
私
に
と
っ
て
も
市
場
へ
の
供
給

体
制
が
整
う
良
さ
が
あ
り
ま
す
。
今

は
本
音
を
語
り
合
え
る
仲
間
と
一
緒
に

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
や
っ
て
い
ま
す
。

交
配
時
に
は
予
期
し
な
か
っ
た
〝
神

の
恵
み
〞
と
も
い
う
べ
き
瀬
戸
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
。
今
後
は
そ
れ
に
も
負
け
な
い

多
く
の
ぶ
ど
う
を
開
発
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
日
本
の
農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
技
術
、
農
産
物
の
品
質
は
非
常
に

優
れ
て
い
ま
す
。
研
究
の
手
を
休
め

ず
、
日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
世
界
の
生

食
ぶ
ど
う
の
消
費
を
広
げ
ら
れ
る
よ

う
リ
ー
ド
し
て
い
き
た
い
で
す
。



▲ 商標登録した「岡大農場」
のブランドロゴ

岡山大学産の白桃、ぶどうを
使った「岡大農場」スイーツ▶
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ＦＵＮＡＨＡＳＨＩ　Ｈｉｒｏａｋｉ（51歳）
▶1961年　滋賀県栗東市生まれ
▶1985年　岡山大学農学部　卒業
▶1987年　岡山大学大学院農学研究科修了
▶1987年　 全国農業協同組合連合会飼料畜産中央研

究所　研究員
▶1990年　 岡山大学大学院自然科学研究科修了、学

術博士（岡山大学）
▶1991年　 米国ミズーリ大学コロンビア校農業食品

自然資源学部　博士研究員
▶1994年　 米国ミズーリ大学コロンビア校農業食品

自然資源学部　研究専任助教授
▶1996年　岡山大学農学部　助教授
▶2000年　岡山大学大学院自然科学研究科　助教授
▶2007年　岡山大学大学院自然科学研究科　准教授
▶2008年～ 2011年　スペインムルシア大学獣医学部

非常勤講師
▶2011年　岡山大学大学院自然科学研究科　教授
▶2012年　 岡山大学大学院環境生命科学研究科　教

授（現在に至る）

環境生命科学研究科（農）　教授

舟橋 弘晃

「高度な知の創成と的確な知の継承」――。
岡山大学の理念のもとに教育・研究を展開する

個性あふれる教員たち。研究室を訪ねる。

研究室
訪問

W E L C O M E  T O  M Y  S E M I N A RR E S E A R C H E R

年
間
通
し
ア
ピ
ー
ル

　

元
々
、
岡
山
大
学
産
の
白
桃
や
ピ

オ
ー
ネ
な
ど
は
品
質
の
良
さ
や
味
わ

い
で
地
域
の
人
気
が
高
か
っ
た
が
、

販
売
で
き
る
の
は
１
年
間
の
う
ち
限

ら
れ
た
シ
ー
ズ
ン
だ
け
。
形
が
悪
い

だ
け
で
贈
答
用
販
売
で
き
な
か
っ
た

も
の
を
加
工
用
に
回
す
こ
と
で
「
年

間
通
し
て
岡
山
大
学
産
果
物
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
」
と
考
え
た
と

い
う
。
実
際
に
商
品
を
製
造
す
る
岡

山
県
青
果
物
販
売
㈱
の
協
力
の
も
と
、

第
１
弾
、
２
弾
と
も
に
半
年
以
上
試

作
を
重
ね
た
。

　
「
甘
い
も
の
が
好
き
な
の
で
楽
し
ん

で
開
発
し
て
い
る
」
と
舟
橋
教
授
。

試
作
品
は
農
学
部
教
員
や
事
務
職
員
、

学
生
に
も
試
食
し
て
も
ら
い
、
率
直

な
意
見
を
商
品
に
反
映
す
る
。「
農
学

部
は
女
子
学
生
も
多
く
ス
イ
ー
ツ
開

発
に
は
最
適
。
食
物
や
植
物
に
も
と

も
と
興
味
関
心
が
あ
る
せ
い
か
、
シ

ビ
ア
な
意
見
を
言
っ
て
く
れ
る
学
生

も
多
い
」
と
い
う
。
当
初
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
の
夢
か
ら
発
展
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
、
白
桃

は
ジ
ュ
レ
、
プ
リ
ン
、
ア
イ
ス
、
ぶ

ど
う
は
ジ
ュ
レ
、
ゼ
リ
ー
、
ア
イ
ス

の
そ
れ
ぞ
れ
３
種
が
誕
生
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
は
自
筆

　

ス
イ
ー
ツ
開
発
と
同
時
に
ブ
ラ
ン

ド
名
の
商
標
登
録
に
も
取
り
組
ん
だ
。

「
岡
山
大
学
の
名
前
を
全
国
に
売
り
込

“岡山大学産”果物の魅力
スイーツで売り込む
岡山大学の実習用農場で育ったフルーツを使い、今年度から販売を
開始した「岡大農場」ブランドのスイーツ。第1弾の白桃に続いて「ぶ
どう」の新商品も2013 年 2月から販売を開始するなど、岡山大学
の土産としてだけでなく一般の人からの注目も高まっている。この人
気商品を仕掛けた中心人物が、環境生命科学研究科（農）の舟橋
弘晃教授だ。植物・農芸の専門家ではない舟橋教授がなぜスイー
ツ開発に取り組んだのか。開発の秘密と今後について聞いた。

め
る
し
、
同
一
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
の
ク

オ
リ
テ
ィ
を
保
証
す
る
こ
と
で
、
質

の
良
い
農
産
物
を
生
産
す
る
意
欲
に

も
つ
な
が
る
」
と
い
う
思
い
の
も
と
、

国
立
大
学
ら
し
く
古
風
で
硬
派
な
雰

囲
気
の「
岡
大
農
場
」と
い
う
名
称
と
、

青
空
に
白
い
雲
が
浮
か
ぶ
広
大
な
農

場
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
採

用
。
登
録
後
は
ス
イ
ー
ツ
だ
け
で
な

く
農
産
物
に
も
こ
の
ロ
ゴ
を
貼
っ
て

販
売
し
、
徐
々
に
認
知
度
を
高
め
て

い
る
が
、
実
は
ロ
ゴ
の
文
字
は
舟
橋

教
授
の
自
筆
。「
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え

る
た
め
に
さ
ら
り
と
書
い
て
み
た
ら
、

そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
し
ま
っ
て
…
」

と
舟
橋
教
授
は
苦
笑
す
る
。

　

第
１
弾
の
白
桃
ジ
ュ
レ
は
売
り
出

し
て
す
ぐ
に
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の
人

気
に
。
販
売
場
所
も
大
学
生
協
や
岡

山
県
内
百
貨
店
だ
け
で
な
く
、
岡
山

空
港
、
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
で
も
販
売
さ
れ

て
お
り
、
多
く
の
人
が
手
に
取
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
東
京
の
イ
ベ

ン
ト
出
品
時
も
人
気
を
集
め
、「
大
学

産
商
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
く
て
、

大
学
ら
し
か
ら
ぬ
『
少
し
高
め
』
の

値
段
設
定
が
高
級
感
を
生
み
出
し
た

の
か
も
」
と
分
析
。
既
に
第
３
弾
も

検
討
中
で
「
大
学
土
産
の
枠
を
超
え
、

街
で
愛
さ
れ
る
土
産
物
に
し
て
い
け

れ
ば
。
大
学
と
街
の
魅
力
を
発
信
す

る
商
品
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る

舟
橋
教
授
。「
も
ち
ろ
ん
専
門
分
野
に

も
力
を
入
れ
て
頑
張
り
ま
す
よ
」
と

念
を
押
し
た
。

き
っ
か
け
は
ア
イ
ス

「
研
究
分
野
は
ク
ロ
ー
ン
や
体
外

受
精
な
ど
に
関
わ
る
動
物
発
生
工
学
。

不
妊
治
療
な
ど
生
殖
補
助
技
術
者
養

成
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ス
イ
ー

ツ
の
話
題
で
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
登
場

す
る
た
び
、
同
僚
か
ら
は
『
一
体
何

を
や
っ
て
い
る
ん
だ
？
』
と
言
わ
れ

ま
す
」
と
舟
橋
教
授
は
笑
う
。

き
っ
か
け
は
農
場
や
牧
場
を
も
つ

農
学
部
附
属
山
陽
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科

学
セ
ン
タ
ー
の
動
物
系
担
当
教
員
を

務
め
て
い
た
こ
と
。
農
学
部
で
は
日

本
酒
や
梅
酒
の
「
お
お
岡
大
」
シ
リ
ー

ズ
を
開
発
し
て
い
た
が
、
受
験
生
や

在
学
生
の
保
護
者
ら
の
手
軽
な
土
産

に
な
る
ス
イ
ー
ツ
が
ほ
し
い
と
考

え
、「
動
物
系
教
員
だ
か
ら
牛
乳
と
岡

山
大
学
産
果
物
を
使
っ
た
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
作
り
た
い
」
と
思
い
つ
い

た
。
ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
、
大
学
構

内
で
大
学
産
牛
乳
を
使
っ
た
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
店
が
人
気
を
集
め
て
い
た

こ
と
も
頭
に
あ
り
、
提
案
し
て
み
た

と
こ
ろ
学
部
内
か
ら
賛
同
の
声
が
集

ま
り
、
開
発
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
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在学生紹介
研
究
、
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
、
特
技
…
。

学
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
す
る
岡
大
生
た
ち
。

そ
ん
な
き
ら
り
と
光
る
学
生
を
、

同
じ
学
生
の
目
線
か
ら
紹
介
す
る
。

1
9
9
4
年
４
月
の
創
設
以
来
、
岡
山
大

学
に
在
籍
す
る
外
国
人
留
学
生
の
サ
ポ
ー
ト

や
交
流
を
促
進
す
る
活
動
を
行
う
岡
山
大
学

国
際
セ
ン
タ
ー
公
認
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
W
A
W
A
」。
春
・
秋
に
は
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
、夏・冬
は
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

を
主
催
す
る
こ
と
で
、
毎
回
多
く
の
留
学
生

と
日
本
人
の
賑
わ
い
を
生
み
出
し
、
親
睦
を

深
め
る
貴
重
な
場
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
る
。

さ
ら
に
活
躍
の
舞
台
は
イ
ベ
ン
ト
企
画
の
み

に
と
ど
ま
ら
な
い
。
大
学
が
十
分
に
提
供
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
補
完
す
る

と
い
う
意
味
合
い
か
ら
、
来
日
留
学
生
の
受

け
入
れ
支
援
、
日
本
で
の
日
常
生
活
を
手
助

け
す
る
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
サ
ー
ビ
ス
、
留
学

生
や
そ
の
家
族
に
日
本
語
を
教
え
る

日
本
語
教
室
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

W
A
W
A
の
ス
タ
ッ
フ
は
社
会
人

も
含
め
て
現
在
74
人
。
25
年
度

に
新
た
に
入
学
し
て
く
る
留

学
生
を
受
け
入
れ

る
た
め
、
現

在
も
準
備
に

励
ん
で
い
る
。

イベント開催から生活サポートまでイベント開催から生活サポートまで
留学生支援ボランティア「WAWA」留学生支援ボランティア「WAWA」

  Okayama kayama University04niversity04

インタビュアー
岡山大学学生広報スタッフ
法学部法学科３年
安松　佳祐
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「
思
っ
て
い

る
こ
と
は
全
て

口
に
出
し
て
表

現
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
」。

W
A
W
A
の

リ
ー
ダ
ー
角
山

怜
祐
さ
ん
（
工

学
部
２
年
）
が

留
学
生
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と

る
う
え
で
常
に
意
識
し
て
い
る
事
だ
。

日
本
に
留
学
し
て
き
て
慣
れ
な
い
環

境
や
人
間
関
係
に
不
安
を
抱
い
て
い

る
た
め
、
自
分
が

思
っ
て
い
る
こ
と
は

全
部
言
っ
た
方
が
相

手
も
安
心
す
る
の
だ

と
い
う
。

角
山
さ
ん
は
入
学

当
初
か
ら
W
A
W
A

の
一
員
と
し
て
活
動

し
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
入
学
し
て
す

ぐ
の
サ
ー
ク
ル
見
学

で
雰
囲
気
に
な
じ

め
ず
、「
こ
の
ま
ま

で
は
大
学
生
活
を

無
駄
に
し
て
し
ま

う
」
と
焦
り
を
感
じ

た
。
も
と
も
と
留
学
へ
の
関
心
が
強

か
っ
た
た
め
学
内
に
あ
る
留
学
生
と

の
交
流
ス
ペ
ー
ス「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・

カ
フ
ェ
」
に
通
う
こ
と
に
。
そ
こ
で

W
A
W
A
の
先
輩
た
ち
と
出
会
い
、

留
学
生
と
積
極
的
に
関
わ
る
先
輩
た

ち
か
ら
多
く
の
刺
激
を
受
け
、
交
流

を
通
じ
自
身
の
成
長
も
実
感
。
自
分

も
参
加
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
１
年

生
の
10
月
頃
入
部
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
企
画
か
ら
日
常
生
活
の

サ
ポ
ー
ト
ま
で
行
う
W
A
W
A
で
の

活
動
を
通
し
て
初
め
て
〝
リ
ー
ダ
ー
〞

を
経
験
し
て
い
る
角
山
さ
ん
。
兼
部

や
社
会
人
な
ど
様
々
な
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
る
た
め
、「
イ
ベ
ン
ト
の
調
整
や
、

メ
ン
バ
ー
を
ま
と
め
る
こ
と
の
難
し
さ

を
痛
感
し
た
」
と
語
る
。
そ
ん
な
と

き
は
、
長
年
W
A
W
A
で
活
動
す
る

社
会
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け
、

同
学
年
の
メ
ン
バ
ー

と
議
論
し
な
が
ら
乗

り
越
え
て
い
っ
た
と

い
う
。

こ
れ
ま
で
で
一
番

印
象
深
い
活
動
は
、

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
初
め
て
主
体
的
に

携
わ
っ
た
２
０
１
２

年
４
月
の
ウ
ェ
ル
カ

ム
パ
ー
テ
ィ
ー
。
同
級
生
５
人
が
主

と
な
り
計
画
を
進
め
、
ポ
ス
タ
ー
の

掲
示
や
留
学
生
会
館
へ
の
ビ
ラ
配
布
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
利
用
し
た
呼
び

か
け
な
ど
懸
命
に
広
報
活
動
に
走
り

回
っ
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
留
学
生

と
日
本
人
合
わ
せ
て
１
３
０
人
以
上

が
参
加
。「
初
め
て
企
画
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
仲
間
と
迷
い
な
が
ら
も
苦
労

し
て
時
間
を
か
け
て
計
画
を
練
っ
た
。

最
終
的
に
多
く
の
方
が
パ
ー
テ
ィ
ー

に
来
て
く
れ
、
楽
し
そ
う
に
交
流
し

て
い
た
の
が
嬉
し
く
て
達
成
感
が
す

ご
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

W
A
W
A
の
活
動
は
イ
ベ
ン
ト
開

催
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
岡
大
周

辺
の
案
内
や
買
い
物
の
手
伝
い
、
日

本
語
授
業
の
課
題
の
手
伝
い
な
ど
「
留

学
生
が
入
学
し
た
と
き
か
ら
、
そ
の

家
族
ま
で
含
め
た
包
括
的
な
サ
ポ
ー

ト
」
を
行
っ
て
い
る

の
も
W
A
W
A
の
魅

力
と
い
え
る
点
だ
。

「
留
学
生
は
テ
ン

シ
ョ
ン
が
高
い
人
が

多
く
、
一
緒
に
い
る

と
つ
い
つ
ら
れ
て
い
つ
も
と
違
う
自
分

が
出
せ
る
」
と
笑
う
角
山
さ
ん
。
今

後
も
積
極
的
に
留
学
生
の
サ
ポ
ー
ト

計
画
を
立
て
て
い
く
と
い
い
、「
新
し

く
入
っ
て
く
る
１
年
生
も
巻
き
込
ん

で
さ
ら
に
面
白
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

 

▲留学生とお好み焼き作りに挑戦

▲ウェルカムパーティーを楽しむメンバーら

 

留
学
生
の
不
安
や
わ
ら
げ

と
も
に
楽
し
む
岡
大
ラ
イ
フ
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ミャンマーとの確認書に調印▼

▲授業改善について議論する学生たち

祝賀会に駆けつけた森田学長（左から2人目）▲
らとともに（写真提供　朝日新聞社）

TOP!CS2Okayama University
▲ 協定書に調印し握手を
交わす森田学長（右から
3人目）ら六大学学長

朝日賞を受賞し記念の銅像を掲げる沈教授（写真提供　朝日新聞社）

▲受賞記念スピーチを行う沈教授

光合成研究で
世界に誇る成果

沈建仁教授が朝日賞受賞

岡
山
大
学
大
学

院
自
然
科
学
研
究

科
（
理
）
の
沈
建

仁
教
授
が
、「
光

合
成
に
お
け
る
水

分
解
・
酸
素
発
生
の

分
子
機
構
の
解
明
」
と

い
う
功
績
を
挙
げ
た
こ
と
が

高
く
評
価
さ
れ
、
２
０
１
２
年
度
朝

日
賞
に
選
ば
れ
た
。

朝
日
賞
は
公
益
財
団
法
人
朝
日

新
聞
文
化
財
団
が
１
９
２
９
年
に
創

設
。
学
術
・
芸
術
な
ど
の
分
野
で
傑

出
し
た
業
績
を
挙
げ
、
わ
が
国
の
文

化
、
社
会
の
発
展
、
向
上
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
に

贈
ら
れ
て
お
り
、
過
去
の
受
賞
者
に

は
後
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
や
文
化
勲
章
の

受
賞
者
も
多
く
輩
出
し
て
い
る
。

沈
教
授
は
長
年
に
わ
た
り
光
合

成
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
解
析
の
研
究

を
続
け
て
お
り
、
２
０
１
１
年
に
は

日
本
が
世
界
に
誇
る
大
型
放
射
光
施

設SPring-8

を
利
用
し
、
光
合
成

に
お
い
て
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

て
酸
素
を
発
生
さ
せ
る
反
応
機
構
を

解
明
。
こ
の
研
究
成
果
は
世
界
に
大

き
な
衝
撃
を
与
え
、
ア
メ
リ
カ
の
国

際
科
学
雑
誌Science

の
そ
の
年
に

得
ら
れ
た
画
期
的
な
10
の
科
学
成

果
「Breakthrough of the Y

ear 
2011

」
に
も
選
出
さ
れ
る
快
挙
を
成

し
遂
げ
た
。

１
月
31
日
に
東
京

都
内
で
行
わ
れ
た
贈

呈
式
に
は
、
と
も
に

朝
日
賞
を
受
賞
し
た

共
同
研
究
者
の
神
谷

信
夫
・
大
阪
市
立
大
学
教

授
も
出
席
。
沈
教
授
ら
は
木
村

伊
量
・
朝
日
新
聞
社
代
表
取
締
役
社

長
か
ら
目
録
と
記
念
の
銅
像
を
贈
ら

れ
た
。
受
賞
記
念
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ

た
沈
教
授
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
苦

労
や
面
白
さ
、
家
族
や
周
囲
の
人
た

ち
の
支
え
に
感
謝
を
述
べ
、
さ
ら
な

る
研
究
の
推
進
を
図
り
た
い
と
今
後

の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。
ま
た
贈
呈

式
後
の
祝
賀
会
で
は
、
お
祝
い
に
駆

け
つ
け
た
森
田
潔
学
長
、
許
南
浩
企

画
・
総
務
担
当
理
事
、
山
本
進
一
研

究
担
当
理
事
ら
と
と
も
に
受
賞
の
喜

び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

千
葉
大
学
、
新
潟
大
学
、
金
沢
大

学
、
長
崎
大
学
、
熊
本
大
学
及
び
岡

山
大
学
の
国
立
六
大
学
は
３
月
６

日
、
六
大
学
の
特
色
を
生
か
し
た
連

携
を
通
じ
て
教
育
・
学
術
研
究
を
機

能
強
化
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

推
進
や
学
術
研
究
の
高
度
化
を
図
る

た
め
、
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
し

た
。
こ
の
よ
う
な
広
域
に
ま
た
が
る

複
数
大
学
で
の
連
携
協
定
は
国
立
大

学
初
と
な
る
。

六
大
学
は
い
ず
れ
も
旧
制
医
科
大

学
な
ど
旧
制
学
校
を
引
き
継
い
だ
新

制
大
学
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
緩
や

か
な
連
携
関
係
を
続
け
て
き
た
。
本

協
定
で
は
包
括
的
か
つ
強
固
な
連
携

へ
と
深
化
さ
せ
る
た
め
、
国
立
六
大

学
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
織
し

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
同
構
築
な
ど

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

る
。
ま
た
海
外
の
有
力
大
学
連
合
と

の
交
流
な
ど
国
際
的
活
動
の
連
携
推

進
に
向
け
、
国
立
六
大
学
国
際
連
携

機
構
の
設
置
準
備
も
進
め
て
い
る
。

東
京
都
内
で
行
わ
れ
た
調
印
式
に

は
、
森
田
潔
・
岡
山
大
学
学
長
を
は

じ
め
六
大
学
学
長
ら
関
係
者
が
出

席
。
幹
事
大
学
で
あ
る
金
沢
大
の
中

村
信
一
学
長
が
連
携
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
成
果
に
対
し
強
い
期
待
を
表
明

し
、
六
大
学
学
長
が
協
定
書
に
調
印

し
固
い
握
手
を
交
わ
し
た
。
続
い
て

岡
山
大
学
の
森
田
学
長
が
協
定
の
趣

旨
を
説
明
し
、
同
大
の
荒
木
勝
社
会

貢
献
・
国
際
担
当
理
事
が
国
際
連
携

機
構
の
趣
旨
説
明
も
行
っ
た
。

ま
た
調
印
式
に
先
が
け
て
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
コ
ー
・
コ
ー
・
ウ
ー
科
学

技
術
大
臣
と
の
懇
談
・
意
見
交
換
も

行
わ
れ
、
科
学
技
術
分
野
に
お
け
る

六
大
学
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
協
力
強

化
に
つ
い
て
確
認
書
が
交
わ
さ
れ

た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
交
流
は
、
長

崎
大
学
を
中
心
に
工
学
系
高
等
教
育

の
人
材
育
成
支
援
に
つ
い
て
検
討
が

行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
、
今
後
六
大

学
の
国
際
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

岡
山
大
学
学
生
・
教
職
員
教
育

改
善
専
門
委
員
会
は
３
月
５
、６
日

の
２
日
間
、
大
学
教
育
の
改
善
に

つ
い
て
学
生
目
線
で
学
び
、
考
え
、

行
動
す
る
「
学
生
F
D
サ
ミ
ッ
ト

２
０
１
３
春
」
を
同
大
津
島
地
区
で

開
催
し
た
。
全
国
40
大
学
か
ら
学
生

や
教
員
ら
約
３
０
０
人
が
集
ま
り
、

よ
り
よ
い
大
学
教
育
の
形
を
求
め
て

熱
い
議
論
を
交
わ
し
た
。

F
D
と
は
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー
・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
の
略
。
教
育

力
を
高
め
る
た
め
、
文
科
省
に
よ
っ

て
大
学
の
F
D
は
義
務
化
さ
れ
て

お
り
、
全
国
の
大
学
で
授
業
評
価
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
同
大
で
は
２
０
０
１
年
度
か
ら

学
生
を
F
D
に
参
画
さ
せ
て
お
り
、

全
国
で
も
先
進
的
な
モ
デ
ル
大
学
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
テ
ー
マ
は
「
考

動
せ
よ
！
学
生
F
D
」。
初
日
は「
岡

山
白
熱
教
室
」
と
題
し
、
参
加
者
全

員
で
議
論
を
展
開
。「
授
業
を
し
な

い
教
員
を
認
め
る
か
」「
大
学
教
員

に
免
許
は
必
要
か
」「
授
業
の
出
席

点
や
宿
題
は
必
要
か
」
な
ど
の
議
論

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
白
熱
し
た
意
見
を
戦
わ
せ

た
。
２
日
目
は
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
「
し
ゃ
べ
り
場
」
を
開
催
。「
学

生
F
D
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
、

何
が
で
き
る
か
」
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
最
終
的
に
具
体
的
な
行
動
計
画

ま
で
立
案
し
た
。

国立六大学の連携強化へ
包括協定を締結

授業改善へ議論白熱
学生 FDサミット開催

　　  財務・施設担当理事　事務局長

KAD
O

O
KA H

irokazu

The Message from Executive Director

新理事紹介
　

だ
れ
も
が
岡
山
大
学
で
学
び
た
い
、

岡
山
大
学
で
働
き
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
、
キ
ャ
ン
パ
ス
や
職
場
の
環
境
整
備

を
進
め
た
い
。
そ
の
た
め
に
、『
美
し
い

学
都
・
岡
山
大
学
』
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

を
踏
ま
え
た
教
職
員
・
学
生
が
一
体
感

を
持
っ
て
取
り
組
む
行
動
計
画
や
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
企
画
が
必
要
。
具
体
的
に
見

え
る
提
案
を
し
な
が
ら
、
共
通
理
解
と

合
意
形
成
に
努
め
た
い
。

か
ど
お
か
・
ひ
ろ
か
ず

九
州
大
学
職
員
、
文
部
科
学
省
大
臣
官
房

総
務
課
課
長
補
佐
、
文
科
省
研
究
振
興
局

振
興
企
画
課
学
術
企
画
室
長
な
ど
を
歴

任
。
熊
本
県
出
身
。

門
岡　

裕
一

北尾善信理事の辞任に伴い、2013 年
1 月 1 日付で、門岡裕一氏（前文化
庁文化部芸術文化課文化活動振興室
長）が財務・施設担当理事、事務局
長に就任した。
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６
日　

 

仕
事
と
子
育
て
を
楽
し
む
「
第
２

回Fam
ily M

eeting

」
を
開
催

　

 10
日　

 

工
学
部
創
造
工
学
セ
ン
タ
ー
の
技

術
職
員
3
人
に
「
学
長
奨
励
賞
」

を
授
与

　

 12
日　

 

岡
山
大
学
う
ぇ
る
か
む
デ
ー
を

開
催
。
同
時
に
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
トO

kayam
a 

University Fantasy

が
開
か
れ
、

25
日
ま
で
ピ
ー
チ
ユ
ニ
オ
ン
周
辺

で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
。

　

 20
日　

 

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

 27
日　

 

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
あ
り
方

と
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
考
え

る
「
高
大
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催

■
異
分
野
融
合
先
端
研
究
コ
ア
の
守
屋
央
朗
准
教

授
（
特
任
）
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
酵
母
が
も
つ

す
べ
て
の
遺
伝
子
の
「
限
界
コ
ピ
ー
数
」
を
測
定
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
す
べ
て
の
遺
伝
子
の
限
界
コ

ピ
ー
数
が
測
定
さ
れ
た
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
種
で

初
め
て
。
本
研
究
の
成
果
は
、
ダ
ウ
ン
症
候
群
や
が

ん
な
ど
、
染
色
体
数
の
増
加
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
病
態
の
解
明
に
役
立
つ
と
期
待
さ
れ
る
。
米
科

学
誌G

enom
e Research

オ
ン
ラ
イ
ン
速
報
版
に

掲
載
。（
12
月
・
臨
時
記
者
発
表
）

　

 ■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
佐
藤
あ
や
の
准
教
授

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
細
胞
内
輸
送
の
う
ち
、
律

速
段
階
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、CO

PII

（
コ
ッ
プ
２
）

小
胞
に
よ
る
輸
送
の
制
御
機
構
を
解
明
し
た
。今
後
、

本
研
究
の
成
果
を
利
用
し
、
律
速
段
階
を
完
全
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
老
化
や
ス
ト

レ
ス
に
よ
る
細
胞
内
輸
送
の
変
化
に
役
立
つ
と
期
待

さ
れ
る
。
米
科
学
誌PLO

S O
N
E

オ
ン
ラ
イ
ン
版
に

掲
載
。（
１
月
・
臨
時
記
者
発
表
）

　

 ■
異
分
野
融
合
先
端
研
究
コ
ア
の
仁
科
勇
太
助
教
の

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
（
黒
鉛
）
か
ら

酸
化
グ
ラ
フ
ェ
ン
を
合
成
す
る
工
程
の
時
間
短
縮
化

に
成
功
し
た
。
酸
化
グ
ラ
フ
ェ
ン
は
、
触
媒
、
各
種

電
池
材
料
、
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
な
ど
へ
の
応
用
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、
今
後
大
量
生
産
技
術
の
確
立
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。（
１
月
・
臨
時
記
者
発
表
）

　

 ■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
榎
本
秀
一
教
授

ら
と
理
化
学
研
究
所
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
溶
液
と

固
体
の
両
方
の
状
態
で
蛍
光
を
発
す
る
有
機
蛍
光
色

素「
ア
ミ
ノ
ベ
ン
ゾ
ピ
ラ
ノ
キ
サ
ン
テ
ン
系（ABPX

）

色
素
」
の
発
光
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
取
り
組
み
、

ABPX 

が
複
数
の
分
子
構
造
へ
瞬
時
に
変
化
す
る
こ

と
で
、
カ
ラ
フ
ル
な
蛍
光
や
発
色
を
示
す
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
英
国
王
立
化
学
会
誌Physical 

Chem
istry Chem

ical Physics

に
掲
載
さ
れ
、
同

誌
のH

ot Article 

に
選
出
さ
れ
た
。（
２
月
・
臨
時

記
者
発
表
）

９
日　

 

ア
フ
リ
カ
地
域
の
小
学
校
教
員
な

ど
教
育
関
係
者
が
、
本
学
教
員
の

指
導
の
も
と
初
等
理
数
科
教
育
を

学
ぶ
2
ヶ
月
間
の
研
修
を
開
始

　

 16
日　

 
本
学
と
国
内
９
社
が
産
学
連
携
で

共
同
研
究
に
取
り
組
む「
酸
化
鉄
太

陽
電
池
技
術
研
究
組
合
」を
設
立

　
　
　

 

大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
池
田
直

教
授
が
開
発
し
た
酸
化
鉄
化
合
物
「
グ

リ
ー
ン
フ
ェ
ラ
イ
ト
」
を
用
い
た
新
し

い
太
陽
電
池
の
実
用
化
を
目
指
し
、
本

学
と
国
内
９
社
が
産
学
連
携
で
共
同
研

究
に
取
り
組
む
「
酸
化
鉄
太
陽
電
池
技

術
研
究
組
合
」
を
設
立
。
本
学
津
島
地

区
内
に
あ
る
「
岡
山
大
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

タ
」
で
設
立
総
会
を
開
催
。

　
　
　

 

組
合
は
２
０
１
２
年
12
月
４
日
付
で
経

済
産
業
省
か
ら
設
立
認
可
。
池
田
教
授

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
原

価
が
安
い
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ラ
イ
ト
の
特

性
を
生
か
し
た
安
価
で
高
効
率
な
酸
化

鉄
太
陽
電
池
の
早
期
開
発
に
向
け
、
素

材
開
発
を
進
め
て
い
く
予
定
。
福
武
總

一
郎
・
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取

締
役
会
長
と
、
戸
田
俊
行
・
戸
田
工
業

代
表
取
締
役
社
長
の
２
人
が
理
事
長
に

就
き
、
本
学
の
山
本
進
一
・
研
究
担
当

理
事
が
理
事
を
務
め
る
。

　

 17
日　

 

日
本
人
学
生
と
留
学
生
が
交
流
す

る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ナ
イ
ト

を
開
催

　

 17
日　

 

優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
若
手
研
究

者
を
顕
彰
す
る
「
岡
山
大
学
若
手

ト
ッ
プ
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
研
究
奨
励

費
」
に
自
然
科
学
研
究
科
の
坂
本

浩
隆
准
教
授
を
選
出
し
表
彰

　

 25
日　

 

イ
ン
ド
国
立
コ
レ
ラ
及
び
腸
管
感

染
症
研
究
所
の
イ
ン
ド
人
研
究
者

が
、
山
本
理
事
ら
を
表
敬
訪
問

 

１
日　

 

自
然
科
学
研
究
科
の
沈
建
仁
教
授

が
平
成
24
年
度
朝
日
賞
を
受
賞

　

 ３
日　

 

田
中
宏
二
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
自
然
科
学
研
究
科
の

沈
建
仁
教
授
が
、
第
71
回
山
陽
新

聞
賞
を
受
賞

　

 

１
日　

 

卒
業
生
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

を
東
京
で
開
催

　

 ８
日　

 

男
性
教
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
向
上
を
考
え
る
特
別
企
画

「
育M

en’s Club

」
を
開
催

　

 15
日　

 

量
子
力
学
の
基
本
原
理
と
し
て
長

年
知
ら
れ
て
き
た
「
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル

グ
の
不
確
定
性
原
理
」
を
破
る
新
事

実
を
実
験
で
証
明
し
た
ウ
ィ
ー
ン
工

科
大
の
長
谷
川
祐
司
博
士
が
講
演

　

 21
日　

 

ポ
ス
ド
ク
・
博
士
課
程
大
学
院
生

の
た
め
の
講
演
会
・
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
報
告
会
を
開
催

　

 １
日　

 

異
分
野
融
合
先
端
研
究
コ
ア
第
一
期

生
修
了
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

 ５
・
６ 

日　

全
国
の
大
学
の
学
生
・
教

員
・
職
員
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て

大
学
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
考
え

る
学
生
F
D
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
３ 

春
「
岡
山
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催

　

 ６
日　

 

国
立
六
大
学
間
で
包
括
連
携
に
関

す
る
協
定
を
締
結

　

 ７
日　

 

前
期
日
程
の
合
格
者
を
発
表

21
日　

 

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

 25
・
26 

日　

平
成
25
年
度
個
別
学
力
検
査

等
前
期
日
程
を
実
施

　

 ■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
世
良
貴
史
教
授
、
森

友
明
研
究
員
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
グ
ル
ー
プ
が

開
発
し
たD

N
A

を
切
る
人
工
の
ハ
サ
ミ
（
人
工
制

限
酵
素
）
を
用
い
て
、
標
的
ウ
イ
ル
ス
の
ゲ
ノ
ム

D
N
A

を
切
断
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
を
不
活

性
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
手
法
は
、
ゲ
ノ

ム
がD

N
A

か
ら
な
る
す
べ
て
の
ウ
イ
ル
ス
に
適
応

可
能
で
、D

N
A

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
様
々
な
疾
患
の
予
防
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ

る
。
米
科
学
誌PLO

S O
N
E

オ
ン
ラ
イ
ン
版
に
掲
載
。

（
２
月
・
定
例
記
者
発
表
）

　

 ■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
榎
本
秀
一
教
授

ら
と
理
化
学
研
究
所
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
細
胞
内

の
亜
鉛
濃
度
を
制
御
し
て
い
る
亜
鉛
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

タ
ー
「ZIP9

」
が
、
細
胞
外
か
ら
の
刺
激
に
応
じ
て
、

ゴ
ル
ジ
体
か
ら
細
胞
質
へ
亜
鉛
を
放
出
し
、
Ｂ
細
胞

抗
原
受
容
体
（BCR

）
の
シ
グ
ナ
ル
伝
達
を
活
性
化

す
る
重
要
な
膜
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し

た
。
今
回
の
成
果
は
、
亜
鉛
と
免
疫
機
能
の
関
連
の

解
明
や
細
胞
内
シ
グ
ナ
ル
伝
達
分
子
と
し
て
働
く
亜

鉛
の
詳
細
な
機
能
、
さ
ら
に
は
亜
鉛
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

タ
ー
の
機
能
不
全
に
起
因
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
に

対
す
る
治
療
法
の
開
発
に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
。
米
科
学
誌PLO

S O
N
E

オ
ン
ラ
イ
ン
版
に

掲
載
。（
３
月
・
臨
時
記
者
発
表
）

　

 ■ 

大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
山
田
浩
司
准

教
授
、
竹
居
孝
二
教
授
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
神
経

回
路
網
の
形
成
に
必
要
な
神
経
細
胞
の
突
起
伸
縮
を

制
御
す
る
機
構
を
発
見
し
た
。
今
後
、
神
経
変
性
疾

患
の
発
症
機
序
や
脊
椎
損
傷
患
者
の
神
経
回
路
再
生

機
構
の
解
明
、
そ
の
新
規
治
療
法
へ
の
応
用
が
期

待
さ
れ
る
。
米
神
経
科
学
会
雑
誌The Journal of 

N
euroscience

に
掲
載
。（
３
月
・
臨
時
記
者
発
表
）
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よ
り
良
い
広
報
誌
を
作
成
す
る
た
め
に
、み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

取
り
上
げ
て
ほ
し
い
話
題
、質
問
し
た
い
こ
と
な
ど
、何
で
も
結
構
で
す
の
で
、右
記
連
絡
先
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

岡
山
大
学
広
報
誌

広 告

岡山大学生活協同組合

▲  POPを最も集めた『謎解きはディナー
のあとで』（東川篤哉）、作家別では
東野圭吾さんが最も人気を集めた

BestPOP 賞受賞作品の
『名もなき毒』（宮部みゆき）

▼

2012 年度 BestPOP 賞
金賞受賞したPOPカード▶本好きの輪広がれ！！

読書マラソンに関するお問い合わせは
岡山大学生活協同組合ブックストア  ☎ 086-256-4100  まで

本
誌
副
編
集
長
の
林
先
生
が
こ
の
３

月
で
ご
転
任
に
な
り
ま
す
。
林
先

生
と
私
は
２
年
前
に
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぎ

ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
編
集
会
議
で
幾
度

と
な
く
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
議
で
は
い
つ
も
冷
静
な
ご
意
見

を
い
た
だ
け
る
の
で
、
私
は
安
心
し
て
好

き
勝
手
な
こ
と
を
発
言
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
森
田
学
長
、

S
A
N
A
A
妹
島
先
生
・
西
沢
先
生
と

の
対
談
に
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
時
も
私
の
散
漫
な
話
の
振
り
方

を
冷
静
に
軌
道
修
正
し
て
い
た
だ
き
、
無

事
特
集
記
事
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
林
先
生
が
編
集
か
ら
抜
け
る

の
は
非
常
に
残
念
で
す
が
、
ご
栄
転
で
す

の
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
２
年
間

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
２
年
間
を
振
り
返
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
編
集
会

議
で
好
き
勝
手
を
言
い
、
実
際
に
取
材
を

し
て
紙
面
を
構
成
す
る
総
務
・
企
画
部
企

画
・
広
報
課
の
皆
様
に
も
多
大
な
る
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
お
詫
び
と
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
と
な
ん
と
な
く
終
わ
り
の
感
じ
に

な
っ
て
い
ま
す
し
、
ち
ょ
う
ど
２
年
と
い

う
キ
リ
の
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
ろ
そ
ろ
私
も
、
で
し
ょ
う
か
。

い
ち
ょ
う
並
木
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
合
わ
せ
て
、
副
編
集
長
を

お
引
き
受
け
し
た
の
が
２
年
前
で
し

た
。
編
集
長
の
後
藤
先
生
や
企
画
・
広

報
課
の
皆
様
と
と
も
に
、
オ
シ
ャ
レ
で

充
実
し
た
「
い
ち
ょ
う
並
木
」
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
こ
の
た
び
、
私
が
他
大
学
へ

異
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
副
編
集
長
を

終
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
２
年
間
、
二
度
に
わ
た
る

学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
S
A
N
A
A
の

お
二
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
っ
た

貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
い
た
り
、
本
学

の
優
れ
た
教
育
研
究
活
動
、
地
域
貢
献
、

在
学
生
や
卒
業
生
の
ご
活
躍
な
ど
数
多

く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
学
の

素
晴
ら
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
と

と
も
に
、「
い
ち
ょ
う
並
木
」
の
編
集

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
す
べ
て
、
読
者

の
み
な
さ
ま
か
ら
ご
支
援
い
た
だ
き
、

様
々
な
ご
意
見
や
ご
感
想
を
賜
り
ま
し

た
お
か
げ
で
す
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
、
２
年
間
た
い
へ
ん
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
編
集
長
の
後
藤
先

生
と
企
画
・
広
報
課
の
皆
様
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
岡
山
大
学
と「
い

ち
ょ
う
並
木
」
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

工学部教授 ◉ 後藤　邦彰

教育学部准教授 ◉ 林　創

年間
後記

postscript
by the editor

読書マラソンに参加しよう

「

ジ
！
大
学
生
に
と
っ
て
魅
力
的
な
特
典

が
満
載
で
す
。
１
０
０
冊
達
成
者
に

は
金
の
し
お
り
と
認
定
証
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
、〝
マ
ラ
ソ
ン
仲
間
〞
か

ら
は
尊
敬
の
的
に
な
る
か
も
？！

　

２
０
０
４
年
度
か
ら
毎
年
開
催

し
て
お
り
、
２
０
１
２
年
度
は
94
人

が
新
た
に
参
加
し
、
計
２
、３
３
８
枚

の
P
O
P
カ
ー
ド
が
集
ま
り
ま
し

た
。
毎
年
冬
に
は
教
員
や
学
生
に
よ
る

「
B
e
s
t
P
O
P
賞
」
選
考
会
も
実

施
。
２
０
１
２
年
度
金
賞
受
賞
者
が「
本

と
次
に
読
む
人
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う

〝
伝
え
る
こ
と
〞
を
意
識
し
て
書
い
た
」

と
話
す
よ
う
に
、
P
O
P
に
よ
っ
て
参

加
者
が
刺
激
し
合
い
、
新
た
な
本
と
の

出
合
い
を
生
み
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

本
好
き
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
読
書
は

少
し
苦
手
…
と
い
う
人
も
ぜ
ひ
エ
ン
ト

リ
ー
を
。
読
書
に
親
し
む
き
っ
か
け
に

な
る
は
ず
で
す
。

　

読
書
好
き
の
岡
大
生
か
ら
注
目
を

集
め
て
い
る
企
画
が
あ
る
の
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
岡
山
大

学
生
協
が
開
催
し
て
い
る
「
読
書

マ
ラ
ソ
ン
」。
た
だ
本
を
読
む
だ

け
で
は
得
ら
れ
な
い
達
成
感
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
本
好
き

の
輪
が
広
が
る
こ
と
間
違
い
な

し
！
多
く
の
本
に
触
れ
ら
れ
る

大
学
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
ぜ
ひ

挑
戦
し
て
ほ
し
い
企
画
で
す
。

　

読
書
マ
ラ
ソ
ン
は
、
好
き
な
本
を
読

む
、感
想
や
伝
え
た
い
内
容
を
「
P
O
P

カ
ー
ド
」
に
記
入
、
生
協
カ
ウ
ン
タ
ー

に
提
出
す
る
の
が
一
連
の
流
れ
。
岡
山

大
学
の
学
生
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
エ
ン
ト
リ
ー
は
簡
単
。
マ
ス
カ
ッ

ト
ユ
ニ
オ
ン
１
階
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
で
エ

ン
ト
リ
ー
カ
ー
ド
を
提
出
す
る
だ
け
。

エ
ン
ト
リ
ー
時
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
、
１
枚
目
の
P
O
P
カ
ー
ド

提
出
時
に
は
書
籍
１
冊
５
％
オ
フ
券
を

も
ら
え
る
ほ
か
、
P
O
P
提
出
ご
と
に

押
さ
れ
る
ス
タ
ン
プ
を
10
個
集
め
れ
ば
、

な
ん
と
電
子
マ
ネ
ー
「
m
o
m
o
c
a

（
モ
モ
カ
）」
に
５
０
０
円
分
の
チ
ャ
ー


